
 

 

 

 

 

 

広島高速道路の料金についての意見書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年１２月２６日 

広島高速道路公社料金問題調査会 
 



 

 広島高速道路は、広島都市圏における県民や市民の生活や経済活動を支える重要な

社会基盤である。現在、国から許可を受けた整備計画に基づき、事業が進められてお

り、平成２５年度末には、広島高速３号線(吉島～観音)を供用する予定である。 

 このため、平成２５年１０月１１日、広島高速道路公社理事長から、広島高速道路

公社料金問題調査会(以下「調査会」という。)に対し、当該区間の供用に伴う広島高

速道路の料金について諮問された。 

 調査会では、この諮問を受け、これまで関係法令の規定や、広島高速道路の道路利

用者・団体等の方々からの意見などを踏まえ、利用しやすい料金及び割引制度のあり

方など、料金の基本事項について様々な面から調査・審議を重ねてきた。 

この結果、調査会として意見をとりまとめ、以下のとおり答申する。 
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１ 広島高速道路の料金について 

(1) 料金の額 

料金額の設定にあたっては、償還主義(料金の額は、高速道路の建設や高

速道路の維持管理に要する費用、借入金の利息等を料金の徴収期間内に賄う

ものであること)及び公正妥当主義(他の公共交通機関の料金(運賃）、近傍の

有料道路料金等と比較して社会的、経済的に妥当と認められるような料金額

を決定すること)の観点から検討する必要がある。 

検討するうえでの前提条件としては、次世代へ負担を残さず、可能な限り

利用しやすい料金額とする。 

これらを踏まえ既供用区間の料金は現行料金が妥当であり、また新規供用

区間の料金も現行の対距離料金制の考え方を踏襲する料金とすることが妥

当である。 

 

① 区間毎の料金額【新規】※既供用区間は継続 

区間毎の料金額は以下のとおりとする。(普通車の場合) 

 (単位：円) 

 
           

広島東 
･福田 

 
    沼田      馬木 － 

 
   中広 400     温品 － － 

 
        間所 100 250 350 

 
       矢賀 － － － 

－ 

 
      府中 200 － 300 450 550 

 
     大州 － － － － － － 

 
    東雲 200 － 300 － 500 650 700 

 
   

仁保･ 
仁保 JCT 

－ 350 － 550 － 700 700 700 

 
  宇品 200 － 550 － 700 － 700 700 700 

 
 出島 － － － － － － － － － － 

 
吉島 200 － 550 － 700 － 700 － 700 700 700 

観音 － 400 － 700 － 700 － 700 － 700 700 700 

※消費税は５％前提 新規供用区間 

既
供
用
区
間 
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② 車種区分及び車種間料金比率【継続】 

既供用区間の車種区分及び車種間料金比率については、負担の公平性の

観点から現行のとおりとし、新規供用区間も同様とする。 

 

自動車の種類 車種区分 車種間料金比率 
軽自動車 

軽自動車等 ０．８ 自動二輪車 

小型特殊自動車 

小型・普通乗用車 

普通車 １．０ 
小型・普通トラック(総重量８ｔ未満) 
マイクロバス(定員２９人以下) 

セミトレーラ用トラクタ(２車軸) 

大型トラック(総重量２５ｔ以下) 

大型車 １．６５ 
路線バス(マイクロバスを除く) 
中型バス(定員２９人以下) 
セミトレーラ用トラクタ(３車軸) 
大型トレーラ(３車軸) 

大型バス(上記以外) 
特大車 ２．７５ 大型トレーラ(４車軸以上) 

大型特殊自動車 
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(2) 割引制度 

割引制度については、交通量が毎年着実に増加しており利用促進効果が一

定レベル見込まれること、また更なる周知・定着を図るため持続性が必要な

ことから、現行の割引を継続することが妥当である。 

 

① ＥＴＣ時間帯割引【継続】 

一般道路が特に混雑する朝夕の通勤・帰宅時間帯について、広島高速道

路への利用転換を促すため、ＥＴＣ時間帯割引を次表のとおりとする。 

 

 

 

② ＥＴＣマイレージ割引･ＥＴＣコーポレートカード割引【継続】 

広島高速道路の利用促進を図るため、利用頻度に応じた割引を以下のと

おりとする。 

 

   (ｱ) ＥＴＣマイレージ割引【継続】 

通行料金の支払い額に応じてポイントが貯まり、そのポイントを還元

額(無料通行分)と交換できるもので、ポイントは以下のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

   (ｲ) ＥＴＣコーポレートカード割引【継続】 

ＥＴＣコーポレートカード利用者を対象とした大口・多頻度割引で、

月額利用額に応じた割引率で差し引いた額を請求するもので、割引率は

以下のとおりとする。 

 

時間帯 割引率 
 ６：００以後～ ９：００前 １０％ 
１７：００以後～２０：００前 １０％ 

基本ポイント 
加算ポイント 

月額利用額区分 
ポイント付与 

(１００円につき) 

１通行ごと 
１００円につき 
１ポイント 

５千円以下の部分  ０ポイント 
５千円を超え１万円以下の部分  ３ポイント 
１万円を超え２万円以下の部分  ６ポイント 
２万円を超え３万円以下の部分 １２ポイント 
３万円を超えた部分 １９ポイント 
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③ ＥＴＣ乗継割引【継続】 

広島都心部を通過する交通を広島高速道路へ転換させ、都心部の交通混

雑の緩和を図るとともに、利用者の利便性向上に資するため、広島高速１

号線、２号線、３号線と広島高速４号線を乗り継いだ場合のＥＴＣ乗継割

引を次のとおりとする。 

 

乗継区間は、広島高速４号線と広島呉道路･海田大橋及び山陽道広島東Ｉ

Ｃ方面とを乗り継ぐ場合に利用可能な料金所を対象とする。 

また、乗継時間は、一般道路の走行時間と事故や渋滞による遅延時間を

考慮し、９０分とする。 

 

 

 

 

 

 

④ ＥＴＣ路線バス・障害者割引【継続】 

ＥＴＣ路線バス割引の割引率は３０％、障害者割引の割引率は５０％と

する。 

 

(3) 消費税増税の対応 

消費税の増税時の対応は、国の消費税転嫁に伴う料金改定の方針に従って

適切に行うものとする。 

 

月額利用額区分 割引率 
５千円以下の部分 ０％ 

５千円を超え１万円以下の部分 ４％ 
１万円を超え２万円以下の部分 ７％ 
２万円を超え３万円以下の部分 １２％ 
３万円を超えた部分 １８％ 

ＥＴＣ乗継区間 中広 ⇔ 

間所 
矢賀 
府中 
大州 
東雲 
宇品 
吉島 



- 5 - 

２ 広島高速道路の今後の料金等に関する付帯意見 

広島高速道路の料金については、社会情勢の変化等に対応し、次世代への負

担を残さない範囲で、可能な限り利用しやすい料金とするよう、今後とも努め

ていくこと。 

また、割引制度についても、ＥＴＣ利用率など割引対象者の状況や、広島高

速３号線全線開通後の利用実態を踏まえ、さらに利用しやすくするよう引き続

き検討すること。 

なお、広島高速道路は、乗り降りが分かりにくいとの意見もあることから、

標識の設置や広報等による幅広い周知など適切な取り組みを図ること。 


